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2010生態工学会年次大会(沖縄農業研究会共催)レポート

赤 地 徹

(沖縄県農業研究センター)

Tohru AKACHI: Report of 2010 SEE Conference. 

はじめに

去る 5月14日(金) ~ 1 5 日(土)の 2 日間，

沖縄県農業研究センターにおいて 12010生態工

学会年次大会」が開催された 沖縄農業研究会

は，招待オーガナイズドセッショ・ンや一般特別

講演会に参画する形で本大会を共催した.

では，本大会の状況をレポートする

生態工学会とは

ι-'--

生態工学会は， 1988年に ICELSS研究会」

として設立され今日まで23年の歴史を誇ってい

る.その後2001年に現在の「生態工学会」へ名

称が変更された 2010年3月31日現在の会員数

は363名(学生会員含む)， 13団体(賛助会員)

となっている

本学会は，生態系に関わる広い工学分野を活

動の領域としており，ミクロな研究，マクロな

調査によって，地球の生態系を成立させている

物質循環の仕組みを解明するとしている.工学

的手法を駆使して，人類と共存できる生態系を

維持していくためにはどのような行動指針を持

たなければならないかを追求すること，また，

将来の有人宇宙活動や月面・火星基地などにお

ける生命維持につかわれるであろう小規模な閉

鎖生態系も研究の対象と している そのため，

①調和のとれた生活環境の創造(居住地域周辺

における自然環境の創造)，②宇宙空間への進

出(未来の宇宙活動に必要な，CELSS (閉鎖

生態系生命維持システム)の要素技術の研究)， 

③自然環境の利用と保全(砂漠の緑化，水資源

の確保，自然エネルギーの利用などを通じて，

地球環境問題の解決)に係る種々の研究活動等

を行っている.(生態工学会ホームページから

引用:http://www.see.gr.jp/) 

沖縄農業研究会共催までの経緯

昨年の10月に生態工学会から沖縄県農業研究

センターに対し， 2010年次大会の沖縄での開催

(会場:農業研究センター)についての協力要

請と同時に，農業分野からのオーガナイズドセッ

ションの立ち上げについて依頼があった.その

後 (12月)，沖縄農業研究会副会長の上野正実

琉球大学教授と生態工学会会長の大政謙次東京

大学教授が農業情報学会等の活動を通して親交

があったこともあり，沖縄農業研究会が共催す

るという運びになった

大会の状況

今回の年次大会は， 2日間を通して大雨が降

るなど梅雨のまっただ中での開催になったが，

県外から約80名，全体で120余名の参加者があっ

た.

①循環養殖 ・水産，②農業 ・植物モデル， ③

バイオマス利用 ・環境保全・生体情報，④生態

系 ・資源、循環・閉鎖系システムの4セッション

16題の口頭発表， 19題のポスターセッションな
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写真1.発表会場の様子

写真2.ポスターセッション

ど会員による発表のほか二つの招待オーガナイ

ズドセッションと一般公開特別講演会が開催

された.

l日目午後に行われた一般特別講演会では，

「沖縄の一次産業と環境，資源エネルギーの循

環」というテーマのもと，琉球大学の上野正実

教授(沖縄農業研究会副会長)が「沖縄一亜熱

帯島興地域の一次産業と環境資源，エネルギーj

と題して基調講演を行ったほか，同大学の川満

芳信教授(沖縄農業研究会評議員)が「亜熱帯

地域における植物工場」について講演した.

また，沖縄農業研究会と して「農地生態，環

境，生体情報モニタ リング技術の応用と展望」

というテーマでオーガナイズドセッション (オー

ガナイザー:琉大上野先生， 川満先生，農研セ

ンター赤地)を立ち上げ.2日目の午前中に 5

写真3.オーガナイズドセッショ ン

(琉球大学上野先生と川満先生)

名の19]縄農業研究会会員が発表した.

タイトル及ひ、発表者は以下のとおりである.

①「大規模品質情報ネットワークによるサトウ

キピ生産の高度管理J(琉球大学 :平良英三

先生)

②「作物生育環境モニタリングシステムの開発

とFACEによる増産の試みJ(琉球大学 :富

永淳さん)

③「バイオマス転換資材の施用が農地土壌環境

に及ぼす影響とそのモニタリングJ(琉球大

学:小宮康明先生)

写真4.懇親会での挨拶.

(仲宗根農研センタ一所長)
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④「高品質ブランドマンゴ一生産に向けた情報

収集技術の開発J(琉球大学:赤嶺崇臣さん)

⑤「島尻マージ (典型石灰型暗赤色土 /Typic

Paleudalfs)におけるメタン発酵消化液のカ

ボチャ肥料代替J(燥研センター:久場峯子

さん)

なお. 1日目の日程終了後，那覇ポー トホテ

ルで懇親会が行われ60余名が参加し，親交を深

めた.

おわりに

小規模ながら生態系に関して宇宙をも見据え

た広い領域で研究活動を展開している生態工学

会の大会に，共催という形で一般特別講演やオー

ガナイズドセッションで参画したことは， 他学

会との交流という新しい試みを行った点で沖縄

農業研究会としても非常に意義深いことであっ

たと思う.

生態工学会関係者の多くからも，沖縄の農業

や水産業の事情を知ることができ勉強になった

との感想が寄せられた. これを契機に，今後は

研究を通じた真の意味での交流に展開できるよ

う期待したい.

なお，今回の大会を通じて，オーガナイズド

セッションで発表した琉球大学の平良英三先生

に生態工学会会長特別表彰が，会場を提供し大

会をサポー トした沖縄県農業研究センターに感

謝状が授与されることになった.


